
福岡市学校図書館⽀援センターだより 第１５号 令和２年２⽉発⾏ 

福岡市学校図書館支援センター 

所在地：福岡市早良区百道浜３丁目７－１  

福岡市総合図書館団体貸出内 

 開館日時：毎週月～金10：00～18：00（土日祝日を除く） 

 電話：092-852-0639 

 FAX：092-852-0801 

 メール：shiencenter@toshokan.city.fukuoka.lg.jp 

ＨＰ：http://toshokan.city.fukuoka.lg.jp/support_centers/ 

（職員通用口から入って警備室にて受付をお願いします。） 
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校内で回覧をお願い致します 

 

 いよいよ新学期より，小学校では新指導要領に基づいた新しい教科書での学習に入ります。       

令和2年度に向けて，福岡市学校図書館支援センターでは，これまでの利用を踏まえ，新しい教科書の   

学習に少しでもお役に立てるよう，学習支援用図書の拡充を図って参ります。今後ともどうぞよろしく 

お願いいたします。 

 小学校 

 旧セットの内容を見直し，新教科書に対応するよう出版年の新しい図書への差し替え，内容の変更，   

セット名の変更などを行っています。 

 新規セットの例 

 ○伝統工芸 

 ○ＳＤＧｓ ※ 

 ○日本の国土 

 ○どうぶつの赤ちゃん 

 ○図書館の使い方・調べ方 

 ○統計・グラフの読み方   

  

 中学校 

セット以外の図書のご要望が多いことから，令和3年度の教科書改訂を見据え，セットのあり方を検討

いたします。セットになくてもお貸出できる図書もありますので，ご相談ください。 

 

 ※新しい学習支援用図書貸出申込書は，新年度に入りましたら，登録申請書（毎年の更新が   

必要です）とともに，教育委員会の掲示板に掲出を予定しています。 

学校指導課からのお知らせ 

○１１月の「児童生徒の学校図書館利用状況及び読書量 

調査」をはじめ，各種調査へのご協力ありがとうござい 

ました。今後も，児童生徒の読書活動や学校図書館の授業 

での活用を推進していただくようお願いします。 

○学年末を迎え，図書の廃棄を行う学校もあると思います。 

学校図書館図書標準を達成しつつ，基準に沿った廃棄が 

なされるようお願いします。 

＜支援センター日記＞ 

先生方はいろいろ校務で忙しく，授業に本を活用したくても， 

                       なかなかそのための選書の時間がないという面もあるようです。 

 学校図書館支援センターでは，学習支援用図書の貸出だけでなく，選書支援として授業で活用できそうな本の紹

介やその本の貸出を行っています。しかも，本は貸出と回収もしてくれます。きっと，忙しい先生方が授業に本を活

用するための時間軽減につながります。さらに，新刊購入時の参考になる本のリスト提供もしていますので，次年

度の本の購入時に活用して子どもや生徒に魅力ある図書館づくりの一助にしてください。   (岡）   

                               

   

  読書バリアフリー法     

  昨年6月に『視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律』（読書バリアフリー法）が公布，施行されま

した。この法律は，視覚障害者だけでなく，発達障害，肢体不自由等の障害により，読書が困難な方に対して， 

読書環境を整備し、障害の有無にかかわらず全ての国民が等しく読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受する

ことができる社会の実現を目的としています。 

  第9条には公立図書館だけでなく，学校図書館にも視覚障害者等が利用しやすいメディア（点字図書・拡大図

書・電子書籍等）の充実と，円滑な利用のための支援が行われるよう，国や自治体の責務を定めています。      

 「特別な支援が必要な児童生徒のための読書ツールセット」(通称：たっちるっくセット）    

 マルチメディアＤＡＩＳＹ（デイジー）※1・大活字本・点字絵本・ＬＬブック※2などのメディアと 

 読書補助具（リーディング・トラッカー）を体験できるセットをご用意しました。 

 まずは，お電話ください。 

  ※1 CDｰROMで貸出します。パソコンやタブレット端末（タブレットで再生する場合はアプ

リが必要）で， 文章を音声で聞きながら，画面上で絵や写真を見ることができます。 

※2 ＬＬとは，スウェーデン語のLättläst（読みやすい）の略。やさしく読みやすい文章                

とその内容を示したピクトグラム（絵記号）・絵・写真などから構成された本です。          

  学校図書館の参考になる本の紹介 

 『多様なニーズによりそう学校図書館：特別支援学校の合理的配慮を例に』 

   野口武悟／著 児島陽子／著  少年写真新聞社  2019.11 ￥1,700+税 

 特別支援学校，特別支援学級や通級指導教室が設置されている学校だけでなく，通常学級に
おいて配慮の必要な児童生徒に対して，学校図書館の利活用を可能にする具体例が解説され
ています。 

※『ＳＤＧｓ』（エスディージーズ）って？ 

(Sustainable Development Goals) 

「持続可能な開発目標」と訳され，2015年国連サミット

で採択された2030年までに達成すべき17の目標の  

ことで，『誰一人取り残さない』 ことを目指しています。 

 新学習指導要領の前文及び総則において，「持続可能

な社会の創り手」の育成が掲げられています。 

第70回 

福岡県学校図書館コンク－ル 

優秀賞  東光小学校 

毎年各学校に送付されている 

年刊雑誌 「福岡県学校図書館」 

 

 

特別な支援が必要な子どもたちへ・・・・・ 『誰一人取り残さない』  
 

おめでとうございます 

（福岡県学校図書館協議会発行）

2020.3 Ｖ ｏ ｌ．107 に 掲 載 

されます。 

この支援センターだよりは，ＢＩＺ ＵＤフォント（読みやすい活字）を使用しています。 

 

たっちるっく 

    セット 


